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Ⅰ 主題設定の理由 
中学校学習指導要領技術・家庭（平成20年）技術分

野の目標には，「ものづくりなどの実践的・体験的な

学習活動を通して，材料と加工，エネルギー変換，生

物育成及び情報に関する基礎的・基本的な知識及び

技術を習得する」1)ことが示された。また，内容「Ａ 

材料と加工に関する技術」（２）イでは，「材料に適

した加工法を知り，工具や機器を安全に使用できる

こと。」2)が示されている。さらに，中学校学習指導

要領解説技術・家庭編（平成20年，以下「解説」とす

る。）には「ものづくりを支える能力を育成する観点

から，実践的・体験的な学習活動を通して，工夫して

製作することの喜びや緻密さへのこだわりを体験さ

せる」3)ことの重要性が述べられている。 
国立教育政策研究所による特定の課題に関する調

査（技術・家庭）調査結果（平成21年，以下「国研特

定課題調査結果」とする。）では，分析結果からみた

主な課題の中に，「のこぎりを使って材料を切断する

ことはできているが，道具の仕組みを生かして正確

に加工するという点では課題がみられた。」4)と示さ

れている。所属校においても，のこぎりでの切断はで

きるが，正確に加工することができていないなどの

加工に関する課題が見受けられる。 
そこで，本研究では，部品加工において，工具の仕

組みを理解させるために，工具を使って部品加工の

方法を試行錯誤させるなどの問題解決的な学習活動

を行う。さらに，工具の仕組みを活用した場合と，活

用しない場合の加工の精度を比較し，ワークシート

にまとめる学習活動を行う。 
このように，部品加工において緻密さを追求する

問題解決的な学習活動を工夫し，充実させることに

より，ものづくりを支える能力を育成することがで

きると考え，本主題を設定した。 
 
Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ ものづくりを支える能力を育成する技

術・家庭科学習指導の工夫について 

(1) ものづくりを支える能力の育成について 

中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高

等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善に

ついて」中学校技術・家庭科の改善の基本方針（平成

20年，以下「答申」とする。）には，「ものづくりを

支える能力などの育成を重視する視点から，創造・工

夫する力や緻密さへのこだわり，他者とかかわる力

（製作を通した協調性・責任感など）及び知的財産を

尊重する態度，勤労観・職業観などの育成を目指した

学習活動を一層充実する。」5)と示されている。 
このことから，ものづくりを支える能力を育成す

るには，創造・工夫する力などの育成を目指した学習

研究の要約 
本研究は，中学校技術・家庭技術分野の内容「Ａ 材料と加工に関する技術」において，ものづくり

を支える能力を育成するために，部品加工において緻密さを追求する問題解決的な学習活動を行い，そ

の学習指導の有効性について検討したものである。文献研究から，ものづくりを支える能力を育成する

ためには，実践的・体験的な学習活動を通して，緻密さへのこだわりを体験させることが重要であること

が分かった。そこで，工具を使って部品加工の方法を試行錯誤させたり，工具の仕組みを活用した場合

と，しない場合の加工の精度を比較させたりするなどの問題解決的な学習活動を行った。その結果，正確

な加工をしようとする意識と技術の向上が見受けられた。以上のことから，部品加工において緻密さを

追求する問題解決的な学習活動を行うことは，ものづくりを支える能力を育成することに有効であるこ

とが分かった。 
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活動に加え，緻密さを追求する学習活動を通して育

成することができると考える。 
(2) 緻密さを追求することの必要性 

「解説」では，「ものづくりを支える能力を育成す

る観点から，実践的・体験的な学習活動を通して，工

夫して製作することの喜びや緻密さへのこだわりを

体験させるとともに，これらに関連した職業につい

て理解を深めることも配慮する。」6)と述べられてい

る。また，「国研特定課題調査結果」には，道具の仕

組みを生かして，正確に加工するという点で課題が

あると示されている。 
これらのことから，本研究では，ものづくりを支え

る能力を育成するにあたって，加工についての課題

を解決するために緻密さを追求することに着目し

て，研究を進めることとする。 
 

２ 部品加工において緻密さを追求する問題

解決的な学習活動について 

(1) 部品加工において緻密さを追求するとは 

ア 緻密さを追求することについて 

田口浩継・竹野英敏（2009）は，既存の技術を組み

合わせて新しい技術を工夫・創造する力，正確に作ろ

うとしたり，きれいに仕上げようとしたりするなど，

緻密さへのこだわりを育成することが必要であると

述べている(1)。また，荒井章（1999）は，「加工の誤

差を最小限にすることが重要です。一般には家具に

求める精度は，部材ごとに許容範囲0.5㎜以内が目安

とされます。引き出しや扉などの可動部分があるも

のでは，１㎜ほど狂うと開け閉めができなくなるか

らです。置物ではガタを踏んでしまいます。これらの

誤差をくい止めなければなりません。」7)とも述べて

いる。 

安東茂樹（2008）は，「伝統的な製品や建築物など

に見られる緻密な加工や仕上げの技術など，我が国

の生活や産業にかかわるものづくり技術を取り上

げ，これらが我が国の文化や伝統を支えてきたこと

に気づかせる。」8)と述べている。また，柴田友厚

（2012）は，日本のすり合わせ技術とは，「きめ細や

かさ」と「連携」という２つの要因に分解され，相手

の立場や事情を察しながら微細な点まで配慮すると

いう意味を含むと述べている(2)。 

これらのことから，緻密さを追求するには，部品加

工を正確にするための技術を習得することが必要で

ある。また，作品を丁寧に仕上げるための意識，我が

国の伝統や文化にものづくりの技術が果たしている

役割を理解させながら，きめ細やかな加工にこだわ

ることも必要であると考える。 

イ 工具の仕組みについて 

「解説」には，「使用する工具や機器については，

刃物の形状を観察しやすい工具を取り上げ，切断や

切削の仕組みに気付かせ，工具や機器に適した材料

の固定方法や安全な操作方法を知ることができるよ

うにする」9)と述べられている。また，「材料に適し

た基本的な工具又は機器を用いて，それぞれの仕組

みを効果的に活用しながら加工させる。」10)とも述べ

られている。 

これらのことから，作業動作に関する技能を単に

教え込むだけでなく，工具や機器の仕組みを理解し

た上で効果的に活用することが，正確な部品加工に

つながると考える。 

ウ 部品加工における加工技術の習得 

「解説」には，「『習得』とは，知識と技術の確実

な定着を図ることを意味しており，生徒が次の課題

を解決するための礎となるべきものである。また，同

時に，生徒の主体的な学習を支え，学習の深化や発展

へとつながるものである。」11)と述べられている。 

森山潤（2009）は，「技能とは，作業対象に働きか

ける生徒の内面的な能力であり，課題の遂行時に主

観的な法則性（いわゆるコツ）を無意識的に適用する

ことである。技能習得の初期段階では，１つひとつの

結果を常に確認しながら作業を修正する過程が生じ

る。」と述べている。また，技能の習得には，「この

ように作業に対する内的な基準（コツ）を形成する段

階と，形成した内的な基準（コツ）を活用する段階が

含まれている。これは，技能の習得が基本的に『模倣』

－『練習』－『評価』という過程を繰り返すことで，

『習得』に至ることを意味している。」12)と述べてい

る。 

間田泰弘（2009）は，「技能とは，技を使いこなす

能力と言えそうであるが，対象によって，または人よ

ってその質やレベルの差違は比較できないほど大き

い。技術にはこの技能も含まれていることが多いの

で『技術とは知識を伴った技能』と言われることもあ

る。」13)と述べている。このことから，本研究では，

技能は技術に含まれているものとして同義とする。 

これらのことから，加工技術を習得するためには，

模倣，練習，評価を繰り返し行うことが必要である。 

エ 部品加工における検査と修正 

「解説」では，部品加工をより正確に加工させるた

めに，定規，ノギスなどの測定具で測定させながら作

業を進めさせたりすることも考えられる。また，部品

相互の関係及び組み立て順序を確かめさせるととも
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に，仮組み立てをしながら接合ができるよう部品の

精度を点検させ，必要に応じて修正させると述べら

れている。 

以上のことから，さしがねや測定用ジグを活用し

て，検査・修正を繰り返し行うことで正確な部品加工

ができると考える。 

ア，イ，ウ，エのことから本研究では，部品加工に

おいて緻密さを追求するとは，工具の仕組みを効果

的に活用しながら，加工するための知識と技術を習

得することとする。また，緻密さを追求するには，検

査と修正を繰り返し行うことで，より良いものを目

指そうとする意識を向上させ細部にまでこだわりを

もたせることも必要であると考える。 

(2) 部品加工において緻密さを追求する問題解決

的な学習活動について 

ア 問題解決的な学習活動について 

「答申」には，「体験から，知識と技術などを獲得

し，基本的な概念などの理解を深め，実際に活用する

能力と態度を育成するために，実践的・体験的な学習

活動をより一層重視する。また，知識と技術などを活

用して，学習や実際の生活において課題を発見し解

決できる能力を育成するために，自ら課題を見いだ

し解決を図る問題解決的な学習をより一層充実す

る。」14)と示されている。 

安東（2008）は，「問題解決的な学習活動を通して

技術分野を推し進めるには，計画・設計し，製作（制

作）・育成し，その結果を評価するという過程を経て，

発想や動機といった目的を達成するために，科学的

な知識及び身体的な技能などを用いてものを創造す

る活動が求められる。」15)と述べている。 

これらのことから，技術・家庭科における問題解決

的な学習活動とは，実践的・体験的な学習活動を通し

て，自ら課題を発見し，自ら判断して解決できる能力

を育てる学習活動であると考える。 

イ 試行錯誤させる学習活動 

田口ら（2009）は，「両刃のこぎりを用いて材料を

正確に切断する時，正面を向いて材料を切断するこ

とや工具の持ち方によって加工精度に影響を与える

こと，引く時に力を入れると効率よく切断できるこ

となどの作業動作が関連する。このような，持ち方や

力の配分などの作業動作に関する技能を単に教え込

むように指導するのではなく，刃物の形状を観察さ

せ， 切削や切断の仕組みに気付かせることが重要に

なる。」16)と述べている。 

このことを踏まえ，研究授業では，工具の仕組みに

ついての理解を深めさせるため，実際に工具を使用

して試行錯誤させ，ワークシートを工夫して，切断の

仕組みや方法について課題を発見し解決に向けた問

題解決的な学習活動を行う。 

試行錯誤させる場面でのワークシートを図１に示

す。Ⅰの場面では，のこぎりによる切断を実体験させ

るために，幅30㎜で切断を行う。切断で感じた気付き

をワークシートに図や言語にまとめさせる。Ⅱの場

面では，生徒代表者が切断する様子から自分との違

いを知ることや，試行錯誤して発見した課題をワー

クシートにまとめさせる。まとめた課題を基に，Ⅲの

場面では，のこぎりの特徴や使い方，気付きを全体交

流する中で課題解決させる。 

 

 
図１ 試行錯誤させるワークシート 

 

ウ 部品加工の精度を比較する学習活動 

「国研特定課題調査結果」では，分析結果からみた

主な課題と指導上の改善に，「製作品を製作する際

に，道具の使い方を指導するだけではなく，その仕組

みを活用した場合と，そうでない場合の加工の精度

を比較し，仕組みを生かして道具を使用することの

重要性を実感させるなどの指導の工夫が必要であ

る。」17)と示されている。 

このことを踏まえ，研究授業では，仕組みを理解し

た上で工具を活用させるために，工具の仕組みを理

解する前と，理解した後の加工の違いを比較させた

り，あて木を使った場合と使わなかった場合の精度

の比較をさせたりする。  

 

Ⅰ体験活動で

うまくできな

かったことを

記入。 

Ⅱ代表者のの

こぎりびきを

観察する。 

Ⅲのこぎりの

特徴や使い方

のポイントを

考える。 
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図２ 加工の精度を比較するワークシート 

 

部品加工の精度を比較したワークシートを図２に

示す。Ⅳの場面では，あて木を使う切断方法とあて木

を使わない切断方法で材

料を切断させる。切断後，

図３の測定用ジグで切断

面の角度を測定させ精度

を比較し，ワークシート

にまとめさせる。Ⅴの場

面では，切断で思ったこ

と等の気付きをまとめさ

せる。Ⅵの場面では，仕組みを活用していない切断面

と仕組みを活用した４枚の切断面を比較させ，違い

をまとめさせる。 

 

エ 習得した知識と技術を活用する学習活動 

安東（2008）は，「『知識』とは，ものの性質や仕

組み，もしくはそれらの理論である。また，『技術』

とは，目的を達成するために習得した知識を適切に

組み合わせて具体的な形にすることであり，その過

程において適切に工具や機器を操作したりすること

も含んでいる。」18)と述べている。 

このことを踏まえて研究授業では，正確な部品加

工を行わせるために，部品加工で使用する工具の仕

組みやそれらの理論である知識と習得した知識を組

み合わせて，形にしていく技術を活用させるように

する。  

習得した知識と技術を活用して，十字仕切り板を

製作するワークシートを図４に示す。これまでに学

習してきた，工具の仕組みを理解した上で，習得した

知識や技術を活用し，十字仕切り板の切り欠き加工

を行う。Ⅶの場面では，切り欠き加工で必要な製作手

順と方法を考え，自ら課題を発見し課題解決のため

の方策を考えさせる問題解決的な学習活動を行う。 

イ，ウ，エの学習活動を組み込んだ，緻密さを追求

する問題解決的な学習活動を繰り返し行うことで，

部品加工においてものづくりを支える能力が育成で

きると考える。 
 

 
図４ 十字仕切り板を製作するワークシート 

 

Ⅲ 実態調査 
ものづくりにおける体験の実態を調査するために

平成25年12月18日に所属校第 1学年の生徒33人を対

象に事前アンケートを行った。その結果を図５に示

す。 

 

 
図５ 事前アンケート 

 

図５から「木材を使って『もの』をつくることに興

味がありますか」について，81.8％（27人）が肯定的

な回答であった。「工具類を上手に使えるようになり

たいですか」のという問いについて，84.9％（28人）

が肯定的な回答であった。 

「のこぎりを使って材料を正確に（寸法どおり）に

加工する自信はありますか」の問いに，21.3％（７人）

肯定的な回答であった。 

このことから，生徒は，ものづくりや加工について

興味や向上心はもっているが，日常生活の中で工具

を使う機会が少ないことや，工具を使って正確に切

断できることに自信をもてない生徒が多いことが分

かる。そのため，緻密さを追求する問題解決的な学習

活動を充実させ，正確に加工するための知識と技術

を身に付けさせることなどが必要であると考える。 

 

Ⅳ 研究の仮説及び検証の視点と方法 
 

１ 研究の仮説 

6.1

39.4

27.3

15.2

45.5

54.5

69.6

12.1

18.2

18.2

3

0% 50% 100%

のこぎりを使って材料を正確（寸法ど

おり）に加工する自信はありますか。

工具類を上手に使えるようになりたい

ですか。

木材を使って「もの」をつくることに

興味があります。

とても まあまあ あまり まったく

Ⅴ 気付き等

を記入。 

Ⅳ測定用ジグ

で角度を記入

する。 

Ⅵ切断した材料を

比較して違いをま

とめる。 

図３ 測定用ジグ 

Ⅶこれまで学習してき

たことを活用して，切

断の方法の手順や工夫

する点を記入する。 

- 4 - 
 



○ 指導計画（全６時間） 

部品加工の授業において，工具の仕組みを理解さ

せ，工具を使って部品加工の方法を試行錯誤させる

などの問題解決的な学習活動を行う。また，加工の精

度を比較し，ワークシートにまとめさせる。このよう

に，部品加工において緻密さを追求する問題解決的

な学習活動を行えば，ものづくりを支える能力を育

成させることができるであろう。 
 

２ 検証の視点と方法 
 検証の視点 検証の方法 

１ 
部品を正確に加工するための知識と技術

を身に付けることができたか。 

・ワークシート 
・製作品 
・アンケート 

２ 
緻密さを追求するために，正確に仕上げよ

うとする意識が高まり，細部にまでこだわる

ことができたか。 

・事前・事後のアン

ケート 
・ワークシート 

 

Ⅴ 研究授業について 
 

１ 研究授業の内容 
○ 期 間 平成25年12月18日～平成26年１月15日 
○ 学 年 所属校第１学年（２学級33人） 

○ 内 容 Ａ材料と加工に関する技術 

○ 題材名 「十字仕切り板付きペン立て」の製作 

 

○ 題材の目標 

ペン立ての製作を通

して，材料に適した加工

法について学び，工具や

機器を安全に使用でき

るようにする。 

完成品を図６に示す。            

図６ ペン立ての完成品 

○ 評価規準 

題材の評価規準と評価方法を表１に示す。 

 

表１ 評価規準と評価方法 
評価の観点 評価規準 評価方法 

生活や技術へ

の関心・意欲・

態度 

○製作に使用する工具や機器の種

類や用途，使用方法を調べよう

としている。 

・ワークシート     
・アンケート 

生活を工夫し

創造する能力 
○加工の目的や条件に応じて，そ

の使い方を工夫している。 
・授業観察 
・ワークシート 

生活の技能 

○材料に合った工具を用いて，正

確に部品加工ができる。 
○部品を検査し，適切な工具を使

って修正することができる。 

・授業観察 
・ワークシート 
・製作品 
・アンケート 

生活や技術に

つ い て の 知

識・理解 

○加工の目的や材料に適した加工

方法と工具の仕組みに関する知

識を身に付けている。 
・ワークシート 

時 主な学習活動 指導上の留意事項・指導の工夫 

第

１

時 

○仕組みを理解してない切断，材料に幅 30 ㎜のけがき線を入れ，切断
をする。 

○切断してうまくできたこと，うまくできなかった・難しかったと思う
ところをワークシートに記入をする。 

○班の代表が切断をして，のこぎりびきの気付きを班で話し合う。発表
をする。 

○のこぎりの基礎知識を知る。 
 
○のこぎりびきのポイントを知る。 
 
○教師の示範を観察し，ポイントをワークシートに記入する。 

○練習を行うとき，安全面に注意させるが，自由に切断してみるように指示す
る。のこぎりの使い方を試行錯誤して課題解決につながる方法を見付ける。 
切断面等も観察させ，気付きを記入させる。さしがねを使い確認させる。 

○正確に切断するためのポイントに気付かせる。 
○のこ身の基礎知識として以下の項目について簡単にまとめさせる。（なぜ刃
が２種類あるのか，なぜもとの方の刃が細かくなっているか，なぜ刃が左右
に振り分けられてあるのか補足説明を加えながら解決していく） 

○のこぎりびきのポイントを知らせる。（柄の持つ位置，材料の固定の仕方，ひ
きこみ角度，音，ひき始めとひき終わり，姿勢） 

○ポイントを意識しながら切断させる。 
 

第

２

・

３

時 

○材料に木取り寸法線のけがき線を入れる。 
○側板４枚の切断をする。 
①側板Ａ・Ｂはあて木を使わずに切断する。 
②側板Ｃ・Ｄはあて木を使って切断する。ワークシートに記入する。 

○側板を測定用ジグで検査を行い，ワークシートに記入をする。 
○工具の仕組みを活用していない場合と，仕組みを活用した場合の違い
をワークシートに記入する。 

○仕上がり寸法線から２㎜を基準に木取り寸法線を入れさせる。（赤線とする） 
○木取り寸法線に沿って正確に切断させる。切断後，ワークシートに自己評価

を記入する。測定用ジグで角度を測定させる。 
○切断面をワークシートに記入させる。 
○工具の仕組みを活用した場合と，活用しない場合の加工の精度を比較させ，

技能の向上を実感させる。 

課

題 

○厚紙で十字仕切り板の模型を製作する。 
十十字仕切り板の幅・高さ・厚み・切り欠け部分の幅を考え製作する。 

○ペン立ての内枠の幅・高さ・厚み・切り欠け部分に課題があることを気付かせ
る。 

第

４

時 

○くぎ位置をけがき線を入れる。 
○げんのうの仕組みを知る。 
試験片を用いて接合（くぎ打ち）の実験をグループで行う。 
①げんのうの打ち方。（柄を持つ位置の違い） 
②げんのうの打撃面。（平面と曲面） 
③下穴の必要性。（あけた場合との違い） 

○結果をワークシートにまとめる。 
○組み立て。（直角定規を使い検査と修正する） 
○十字仕切り板の模型を，自分のペン立てにはめて見直し，検討する。 

○くぎ位置の型紙の使い方を知らせる。 
 
○実験しながらワークシートにまとめさせる。 
 
○机間指導をして生徒の様子を観察，支援する。 
 
○指先の感覚で接合部分のズレがないように接合のコツをつかませる。 

ペアで作業をさせる。 
○十字仕切り板の模型について見直し，検討させる。 

第

５

・

６ 
時 

○厚紙の十字仕切り板を参考に加工方法を考える。 
○ビデオから十字仕切り板の製作工程を考える。 
○十字仕切り板に切り欠きにけがきをする。 
 
○十字仕切り板の切断の方法を考える。２枚の十字仕切り板の加工をす
る。 

○十字仕切り板がペン立ての枠に入るよう，こば，こぐちの加工をする。 
○ベルトサンダや紙やすりを使い，こば，・こぐちを削る。 
○測定具を使い接合箇所の検査と修正を行う。 

○十字仕切り板切り欠き加工の方法を知らせる。 
○ビデオから作業のコツと工具の使い方を確認させる。 
 （のこ身の角度・切り終わり・切り欠き加工・彫刻刀など） 
○型紙を使い，けがきをさせる。木取り寸法線の内側に赤色ペンで引かせる。 
○これまで学習したことを基に切断することを知らせる。 

引き込み角度，目線等（仕上がり寸法線は残す） 
○接合箇所は緻密さを追求させることで，ぐらつきがなくなる。 
○枠に合わせながら少しずつ削ることを知らせる。 
○直定規を使い精度を検査させる。 

試行錯誤する場面 

知識と技術を活用する場面 

比較する場面 

試行錯誤する場面 
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Ⅵ 研究授業の分析と考察 
 

１ 部品を正確に加工するための知識と技術

を身に付けることができたか 
(1) 試行錯誤させる場面 

授業では，のこぎりの仕組みを理解する前に試行

錯誤しながら切断作業を行った。ワークシートの記

述には「切るのが難しい，のこぎりで切ったら斜めに

なった」「押さえることが難しかった」「切り始めの

刃を入れるところが難しかった」などがあった。これ

らの課題を解決するために，Ⅱ２(2)イで示した問題

解決的な学習活動を行った。図７は,のこぎりの仕組

みが理解できたかについて示したものである。97％

（32人）の生徒が肯定的な回答であった。 

 

 
図７ のこぎりの仕組みが理解できたか 

 

これらの結果から，実際に工具を使って試行錯誤

し，その中から発見した課題を問題解決的な学習活

動を通して解決することは工具の仕組みの理解を深

めることに有効であったと考える。 
(2) 部品加工の精度を比較する場面 

部品加工において，のこぎりの仕組みを理解して

いない場合（事前）と仕組みを理解した場合（事後）

の精度の比較をさせるため，切断するごとに測定，確

認を繰り返し,ワークシートにまとめさせた。ワーク

シートの記述には，「初めてしたときは完全に斜めに

なったりしていたけど４枚の側板を切断する時は少

ししか斜めにならなかった」「初めて使ったときは斜

めになり，表面がガタガタになってしまい，のこぎり

の仕組みを理解して切断するとまっすぐ切れて良か

った」などがあった。のこぎりびきによる検査箇所，

２カ所を図８に示す。 

 

 
図８ こぐち面の検査箇所 

 

のこぎりで切断「こぐち水平方向70㎜の角度の比

較」について，図９に示す。０°～１°の誤差は，事

前では42.4％（14人）であった生徒が，事後では

84.8％（28人）に上がった。 

 

 
図９ こぐち水平方向70㎜の角度の比較 

 

のこぎりによる切断「こぐち垂直方向12㎜の角度

の比較」について，図10に示す。０°～１°の誤差は，

事前では36.4％（12人）であった生徒が，事後では

54.5％（18人）に上がった。 

 

 
図10 こぐち垂直方向12㎜の角度の比較 

 

図11は，「のこぎりを正しく操作することができた

か」を示したものである。事前では肯定的な回答は

60.6％（19人)であったが，事後では全員が肯定的な

回答であった。 

 

 
図11 のこぎりを正しく操作することができたか 

 

これらのことから，部品加工において精度を比較

しながら繰り返し切断させることにより，技術を向

上させることができたと考える。  

以上のことから，工具の仕組みを理解していない

場合と，仕組みを理解した場合の加工精度の違いを

比較させるために測定，確認を繰り返すことが，部品

を正確に加工するための技術向上につながったと考

える。  
(3) 習得した知識と技術を活用する場面 

これまで学習してきた知識と技術を基に，工具の

仕組みを理解した上で，習得した知識や技術を活用

し，十字仕切り板の製作を行った。まず，十字仕切り

板を製作する前に家庭学習の課題として厚紙による

69.7 27.3 3.0 
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できた まあまあ あまり まったく
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模型の製作をさせ，仕切り板の幅，高さ，厚み，切り

欠き加工について課題や工夫する点を考えさせた。 

ワークシートの記述には「完成した形を知れ，材料で

作るときには，どうすれば上手にできるか，きれいに

入るかなど事前に考えることができた」「厚紙で作っ

たことにより本物の十字仕切り板のイメージができ

た」などがあった。また，「仕切り板のイメージがで

きましたか」の問いについて，87.8％（29人）の生徒

が肯定的な回答であった。 

ワークシートを使って，十字仕切り板の切り欠き

加工の切断方法や切削方法について，Ⅱ２(2)エで示

すように課題を解決するために知識と技術を活用し

た問題解決的な学習活動を行った。ワークシートの

記述には「最初はけがき線どおりにうまくいかなか

ったけど，柄の持つ位置や切り始めと切り終わりな

どを集中してやったので正確さが良くなりました」

「初めてのこぎりを使って切断したときは，あまり

うまく切れなかったけど，のこぎりの仕組みを理解

してからでは前よりも上手にきれいに切れた」など

があった。 

図12は，「切り欠け加工の誤差の範囲」について示

したものである。切り欠き加工の誤差範囲が０㎜の

生徒が 78.8％（26人）であった。正確な加工ができ

たと考える。 

 

 
図12 切り欠け加工の誤差の範囲 

 

このことから，知識や技術を活用し，検査と修正を

繰り返し行うことで，正確に部品を仕上げることが

できたと考える。 

図13は，事後アンケートから「十字仕切り板を正確

に加工することができましたか」について示したも

のである。84.8％（28人)の生徒が肯定的な回答であ

り，正確に仕上げたと考える。また，15.2％（５人）

の生徒が肯定的でない回答があり，生徒は正確に仕

上げようとしていたが，部品を削りすぎてしまい隙

間ができたからであると考える。 

 

 
図13 十字仕切り板を正確に加工することができましたか 

これらの結果から，部品加工において緻密さを追

求する問題解決的な学習活動を繰り返し行ったこと

で，部品を正確に加工するための知識と技術を身に

付けることができたと考える。 

 

２ 緻密さを追求するために，正確に仕上げ

ようとする意識が高まり，細部にまでこだ

わることができたか 
(1) 緻密さを追求するために，正確に仕上げよう

とする意識は高まったか 

緻密さを追求するために，部品の正確な仕上げが

できるように測定具を使用し，確認させながら部品

加工を繰り返し行った。ワークシートの記述には「測

定することで次の切断に生かすことができた」「測定

具で確認することで，一回一回丁寧に作業をするこ

とができた」などがあった。 
図14は，事後アンケートから「測定具を正しく使え

たか」について，生徒全員が肯定的な回答をした。 
 

 
図14 測定具を正しく使えたか 

 

このことから，部品加工を進める際，緻密さを追求

するために測定具を効果的に活用し検査と修正を繰

り返すことにより，正確な加工ができ，自信を持つこ

とができた。その結果正確に部品を仕上げようとす

る意識を高めることができたと考える。 

(2) 緻密さを追求するために，細部にまでこだわ

ることができたか 

図15は，事後アンケートから「のこぎりを使って材

料を正確（寸法どおり）に加工する自信はあります

か」について示したものである。事前では肯定的な回

答は 21.3％（７人)であったが，事後では 72.7％（24

人）が肯定的な回答をした。正確に切断する自信を持

つ生徒が増えたことが分かった。 

 

 
図15 のこぎりを使って材料を正確に加工する自信はありま

すか。 

78.8 6 15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０㎜ ０～0.5㎜ 0.5～１㎜ １㎜以上

18.1 66.7 15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
できた すこしできた あまり まったく

51.5 48.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
とても まあまあ あまり まったく

15.2

6.1

57.5

15.2

27.3

69.6 18.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

とても まあまあ あまり まったく

- 7 - 
 



事後アンケートの記述から「私は知識が必要だと

思います。なぜならば，知識がないと切れないし，き

れいに切ることもできないからです。また，落ち着き

も必要だと思います」「集中して細かいところも大き

な所も丁寧にする。小さいところも考えてきれいに

なるようにする」などがあった。 

このことから，部品加工において緻密さを追求す

るために，正確に加工する技術を高め，よりよい製品

を作ろうと細部にまでこだわって加工することがで

きたと考える。 

事後アンケートから，「正確に『もの』をつくるに

はどんなことが必要ですか」の問いに，「工具の使い

方，持つ位置，寸法線どおりに正確に切ったりするこ

と。組み立てる時には，ズレないようにすること」「一

つ一つの部品を正確に切って接合部分をぴったり合

うようにすることが必要」などがあった。 

部品加工において緻密さを追求することを通し

て，知識及び技術が習得できたことを実感している

生徒が多かった。また，正確な部品加工ができたこと

で，自分への自信にもつながったことが分かった。 

図16に示すように，「木材を使って『もの』を作る

ことに興味がありますか」の問いに，事前アンケート

では，81.8％の生徒が肯定的な回答であったが，事後

アンケートでは，93.9％の生徒が肯定的な回答であ

った。 

 

 
図16 木材を使って「もの」を作ることに興味があります。 

 

以上のことから，部品加工において緻密さを追求

する問題解決的な学習活動を通して，ものづくりを

支える能力を育成することができたと考える。 

 

Ⅶ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
工具を使って部品加工の方法を試行錯誤させた

り，工具の仕組みを活用した場合と，しない場合の加

工の精度を比較させたりするなど問題解決的な学習

活動を行った。その結果，正確な加工をしようとする

意識と技術の向上が見受けられた。このことから，部

品加工において緻密さを追求する問題解決的な学習

活動を行うことは，ものづくりを支える能力を育成

することに有効であることが分かった。 

 

２ 今後の課題 

部品加工において緻密さを追求する研究にとどま

らず，他の内容においても問題解決的な学習活動を

工夫し，ものづくりを支える能力を育成する学習指

導の工夫をしていきたい。 

また，あて木を活用した切断では，あて木の仕組み

を理解し活用ができていない課題が見受けられた。

手立てとして，示範による指導だけでなく，ＩＣＴを

活用した指導のポイントを繰り返し確認することが

できる学習指導についても考えていきたい。 

【注】 

(1) 田口浩継・竹野英敏（2009）：『中学校教育課程講座技

術・家庭』ぎょうせい p.24に詳しい。 

(2) 柴田友厚（2012）：『日本企業のすり合わせ能力 モジュ

ール化を超えて』ＮＴＴ出版 p.166に詳しい。 
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